
会議名称 平成31年度　第1回立川市自転車施策推進協議会　議事概要
開催日時 令和元年11月19日（火曜日）午後2：00～4：00
開催場所 市役所208会議室
次第 議題

協議事項
１　立川市自転車活用推進計画の策定
２　立川駅北口周辺の自転車対策
報告事項
１　玉川上水駅周辺の自転車等対策

配布資料 １　次第
２　委員名簿
３　事務局説明資料
４　駐輪場マップ

出席者 ［委員］大森宣暁会長、秋山廣委員、宮崎幸治委員、古倉宗治委員、大島武巳委員
青山伸也委員、蛭間浩之委員、長田裕太郎委員、山川滋委員、佐藤篤史委員
金丸清泰委員

公開及び非公開 公開
傍聴者数 ４人
会議結果 議題・主な質疑応答

協議事項

報告事項

質疑応答なし

「立川駅北口西地区」は駅に近いのに、利用率が低い理由は何なのか。（委員）

民間駐輪場の活用推進に対する取組を行うべきである。（委員）

定期利用のみにすると日中、空きが目立つ状況になるのではないか。（委員）

１　玉川上水駅周辺の自転車等対策

⇒計画の目標のひとつである「安全・安心」など、日常と非日常で切り分けて考えられ
ないものがある。（事務局）

「曙町一丁目東」の一時利用を廃止するということだが、一時利用で使用している理由
を調査できないのか。（委員）

⇒本計画では従来の自転車対策に自転車の活用という視点をプラスしたものである。
（事務局）

⇒以前の調査で、一時利用の目的は買い物が多いことがわかっており、駅からの距
離圏が同じ「立川駅北口西地区」と「西地下道」へ誘導できると考えている。（事務局）

⇒自転車を活用することにより、市民生活に付加価値が増し、市民が幸せになること
である。（事務局）

⇒本自転車駐車場は上下移動があることがひとつの要因と考えており、上下移動が
ある他の施設でも同様の傾向である。（事務局）

今までの駐輪対策と今回の自転車活用推進計画で重なっている部分があるようなの
で、違いを示すべきである。資料は日常と非日常を分けて作成すべきである。（委員）

⇒各自転車駐車場で、何台程度どこまで契約台数を増やせるか、現在指定管理者が
調査を進めており、どの月も空いているスペースを有効活用できるよう毎月の契約台
数を決めていく。（事務局）

１　立川市自転車活用推進計画の策定
日常の施策と非日常の施策に分けて議論し、計画策定すべきである。（委員）

自転車活用推進計画の目標は何なのか。（委員）

⇒次回までに整理する。（事務局）

２　立川駅北口周辺の自転車対策


